
【研究論文】

学力調査と教育評価

田 中 耕 治

皆 様 、 こん に ちは。 只今 、 ご紹 介の あ りま した京 都

大学 の 田中耕治 です。 本 日は、教 育研 究 に関す る国際

会議 にお招 き頂 き、大変 に光栄 に思 ってい ます。京都

大学 は 、千年 間 も都 が置か れた京都 市 に あ りま して、

日本 で はノーベ ル賞 を多 く受賞す る大学 と して知 られ

ています。

私 の専門 は、お もに学校 にお け るカ リキ ュラムや

授業 、 さ らには教育評 価の あ り方 につ いて研 究 を して

お ります。 最近 で は、私 は心理学 の立場 で はな く、教

育学 の立場 か ら、教 育評価 の理論や 実践 につ いて研 究

を進 め てお ります。

さて 、振 り返 ってみます と、第 二次世 界大 戦後 の 日

本 にお けるカ リキ ュラム改 革の歴 史

は、常 にそれ ぞれ の時代 の学力 問題 と学力調 査 が契

機 とな って、展 開 して きま した。 現代 の 日本 で進行 し

てい るカ リキ ュ ラム改革 も、1999年 か ら始 まった 「学

力低 下論争 」を契機 と してい ます 。そ して、2008年 に

はナ シ ョナ ル ・カ リキ ュラムで ある 「学 習指 導要領 」

が改訂 され 、文部 科学省 は 「ゆ と り教育」政策 か ら 「学

力 向上」政 策へ と大 き く方針 を転換 しま した。 この改

革論議 の最 中 に、2007年 か ら実施 され る よ うにな った

「全 国学力 ・学 習状況 調査 」は、今 日のカ リキ ュラム

改革 とともに教 育評価研 究 に大 きな影響 を及 ぼす こ と

に な りま した。

本 日は、 「全 国学 力 ・学習 状 況調査 」 を分 析す る こ

とを通 して 、現代 日本 で行 われて い る教 育改革 の特徴

とと もに、今後 の課題 を明 らかに したい と思 います。

本 日の発表 は、 次の三 点に即 して 、話 をいた します。

1.「 全 国学 力 ・学習状況 調査」 の背 景

2.「 全 国学 力 ・学習状況 調査」 の 内容分析

3.「 全国学 力 ・学習状況調 査」 の社 会的 文脈

1.「 全 国学 力 ・学習 状況調 査」 の背景

まず最 初 に 、 「全 国学 力 ・学習 状況 調 査」 が なぜ 実

施 され る よ うになっ たのか を説 明 します。

日本 では 、1999年 か ら 「学 力低 下論争 」が開始 さ

れ ま した。その論 争 を象徴す る本 が、1996年6月 に 出

版 され ま した。そ の本 の名前 は、『分数が で きない大学

生』 とい うもの で した。大学 ・短期 大学 の進 学率が ほ

ぼ50%に 達 した 現代 の 日本 にお いて、 「小 学校 で教 え

る分数 」 が解 けない大 学生 が存在 す るとい う事実は 、

大 きな衝撃 を与 えま した。

大 学生 の学力低 下 問題 は 、そ の原 因 として 、学習指

導要領 に おけ る 「ゆ とり教育」 政 策に ある との批 判へ

と発展 してい きます。 教育現場 で はいわ ゆ る 「読み ・

書 き ・算」 の基礎 学力 向上 をめ ざす ドリル 学 習が盛 ん

とな りま した。 この よ うな 「ゆ と り教育」 政策 への批

判的 な状 況 に呼 応す るよ うに 、文部 科学 省 か ら2002

年 には 「学 びのす す め」 とい うア ッピール が 出 され 、

教育課 程行 政の転換 が 始ま りま した。

と ころで 、 この度 の 「学力 低 下論争 」 にお い ては 、

過 去 には なか った新 しいイ ンパ ク トが加 わ りま した。

それ がPISAの 調 査結 果 であ り、PISAが 採 用 した学力

の 「活 用力 」 を意 味す る 「リテ ラシー」概 念 が注 目を

受 ける こ とにな りま した。ご承知 の よ うに、PISAが 提

起 した 「リテ ラシー」 は今や グ ローバル ・ス タンダー

ドと して 、各国 の教 育政 策 に影 響 を与 えてい ます。 日

本 にお いて は、 と くに2003年 に実施 され た第2回

PISAの 結果 に注 目が集 ま りま した。日本 の生徒 は科学

や 数学 の分 野で は国際 的に トップ ・ク ラスの成績 で し

たが 、 「読解 力」で は成績 が良 くあ りませ んで した。そ

こで 、文部科 学省 は 「読解 力」 重視 を強調 す るよ うに

な ります 。

以上 の よ うに、 この度 の学力 問題 におい て は、その
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当初 いわ ゆる 「読み ・書 き ・算Jの 基 礎学 力 が低 下 し

てい るとい う指摘 か ら出発 しま した。そ の後 、PISAに

お ける 「リテ ラシー 」概 念 の影 響 を受 けて、学力 の発

展 性 を示 す 「活用 力」 を重視す るとい う展 開 とな って

い ったのです。

2007年 か ら実施 され るよ うにな った 「全 国学 力 ・

学 習状況調 査 」は、全国 の公 立小 学校 のすべ て の6年

生 と、同 じく公 立 中学 校 のすべ ての3年 生 を対象 とす

る、 きわ め て大規模 な 「悉 皆調査 」 です(私 立学校 に

つ いて は、調査 を希望 す る学校が参 加 してい ます)。調

査項 目と して は、国語 と算 数 ・数 学の学 カテ ス トとと

もに、児童 生徒 の学習 意欲 、学習 環境 、生活 習慣 、 さ

らには学校 で の指導方 法や 設備 の整 備状 況 も調査 され

て い ます。 と くに注 目しておきた いの は、学 力テ ス ト

の構 成が 、A問 題(「 知識 」に関 す る問題 一基礎 的 ・

基本 的な 内容)とB問 題(「 活用」 に 関す る問題 一実

生 活 を想 定 した場 面 で知 識 を活用 して 答 え を出 す 内

容)と な ってい る ことです。 この 間の学 力問題 が 明 ら

か に反 映 した ものにな って います。 ち なみに 、一回 の

「全 国学力 ・学習状況 調 査」に は、約60億 円 が費や さ

れ て います。

文 部科学省 は、 この よ うな全国規模 の調 査 を行 うこ

とに よって 、児童 生徒や 各学校 の学 力実態 を把握 す る

とと もに、教 育改 善の 資料 を得 よ うと してい ます 。 し

か しなが ら、国が 実施 す るよ うに なった 、 「悉皆 調査」

と しての 「全 国学力 ・学 習状況調 査」 は、 日本 のカ リ

キ ュラム改革 に多 くの 問題 や課題 を提 起す る こ とに な

りま した。

ここでは 、まず 「全 国 学力 ・学習状 況調査 」 の内容

につ いて分 析 を します 。次に、 「全 国学 力 ・学 習状 況調

査Jを 社会 的 な文脈 か ら分 析 を加 えた い と思 い ます 。

2,「 全 国学 力 ・学 習状 況調査 」の 内容分析

一般 に
、 この よ うな 大規 模 な学力 調 査で は 、 「信 頼

性 」を確保 す るた めに、 「標準テ ス ト」や 「客観 テ ス ト」

を使 用 して きま した。す な わち、 「標 準テ ス ト」や 「客

観 テ ス ト」 におい ては、 いつ どこで誰 が実施 して も、

評価 結 果の 一 貫性 が保 証 され るか らで あ る。 しか し、

「標 準テ ス ト」 や 「客観 テ ス ト」 で測れ る学力 の質 に

は 明 らか に限界 が あって、 高次の学 力 を測 るこ とがで

きない と指 摘 され て きま した。他 方、大 規模 な学力調

査 におい て、 「妥 当性 」を求 めて、高次 の学力 を測 る評

価 方法 を採 用 して も、 「信頼性 」は確保 でき ない と指摘

され て きま した。つ ま り、 「信 頼性 」と 「妥 当性 」の関

係 は、相対 立す る関係 で ある と理解 され てき たのです 。

しか しなが ら、1980年 代 の後半 か ら、ア メ リカ で主

張 され るよ うになっ た 「真正 の評価 」論 と、そ の代表

的 な評 価方 法で あ る 「パ フォーマ ンス評価 」 は、 この

「信頼 性」 と 「妥 当性Jの 関係 に新 た な光 を投 げか け

るこ とに な りま した。 この 「真 正の評 価」 論 と 「パ フ

ォー マ ンス評 価」は 、PISAの 問題 作成 に大 きな影 響 を

与 えま した。そ して、PISAが 日本 にお け る 「全国 学力 ・

学習状 況調査 」 のB問 題 に影 響 を与 えたの です。

「真 正 の評 価」論 とは、評価 を行 う文脈 が実 際の生

活 を反 映 した ものでな けれ ばな らな い とい う主 張です。

また は、実際 の生活 で起 こる リアル な課題 に子 どもた

ちを取 り組 ませ るこ とによ って 、子 どもた ちの学 力 を

評 価 しよ うとす る考 え方 です。 「標 準 テ ス ト」や 「客観

テ ス ト」 で は、作為 的 な問題が 出 され るこ とが多 く、

この よ うな問題 を解 けた か らといって 、子 どもた ちに

は 「生 き る力」 に結 びつ く学力 は形成 され ない と考 え

るのです。

ところ で、 「真 正の評 価 」論 は 、子 どもた ちの生 活

の文脈 に即 して問題 作成 を行 うこ とか ら、子 どもたち

に とって は親 しみやす い問題 場面 にな ります。しか し、

問題 場面 が親 しみやす い とい うこ とは 、そ の問題 が簡

単 に解 ける とい うこ とでは あ りませ ん。 む しろ、か な

り高度 な学力 が要求 され るのです。 なぜ な らば、 実際

の生 活は 、問題 を解 くた めに必要 な情報 だ けが存在 し

て いるわ けで はない か らです。 そ こで は、不必 要 な情

報が 多 くあった り、必 要 とす る情報 が不足 してい る場

合 もあ ります。子 どもたち には、必要 とす る情報 を選

び 出 して 、 どの よ うな知識や 法則 を使 って解 けるのか

を判 断す る とい う、高 次な学力 が要求 され るのです。

日本 にお いて 、2007年 に実施 され た 「全 国学力 ・学

習状況調 査 」で 出題 され た小学校 の算 数の例 をあげて

みま しょ う。

一2一



こ こで は 「平 行四辺 形の 面積 を求 め る」 とい う学 力

が 、評価 の対象 となって います。A問 題 で は、 「底辺 」

と 「高 さ」 の長 さが書 かれ た 「平行 四辺 形」 が示 され

て、 面積 を求 める こ とにな ります。 この問題 は大変 に

平易 で、正 答率 が96%で した。 しか し、B問 題 で は、

さま ざま な数 値 が書 き込 まれ た 「地 図」 が示 され て 、

そ こに位 置 す る 「平行 四辺形Jの 公 園の 面積 と 「長方

形」 の公園 の面積 を比較 して 、大 きい方 の公 園 は どち

らか を答 え、そ の理 由を書 く とい う問題 が出 され ま し

た。 その結 果 は、18.2%と い う大変 に低 い正 答率 で し

た。そ の大 きな原 因 のひ とつ は、 「地図 」に 「平行 四辺

形 」 の 「斜 辺」 の長 さが示 され て いて 、34.4%の 子 ど

もた ちが 「底辺 」 と 「斜辺 」 を掛 けて 面積 を出 してい

ま した。 つ ま り、現 実の世 界は、本 来 は情報 が過 多で

あって 、その 図形 を 「平行 四辺形 」 と判 断 して よいの

か 、 「平行 四辺形 」であれ ば 「底 辺」 と 「高 さ」は どれ

な のか とい った 、高次 の判 断力や思 考力 が連続 して要

求 され るのです。この問題 は、 「真正 の評価 」論 の分 か

り易 い例 と言 えるで し ょう。

ここで 、 も うひ とつ の例 を あげてみ ます 。 この問題

は、2007年 に実施 され た 「全 国学力 ・学習 状況調 査」

で有名 に なった 中学 校 の国語 のB問 題 で す。この 問題

は、黒 沢 明監督の映 画 羅 生門 」の原 作者 と して有 名

な芥川龍 之介 の小 品(「 蜘蛛 の糸 」)を 全文 読ませ て、

その作 品 の最 終場 面の描写 が必 要な のか、 必要で ない

のか を選 択 させ て 、その理 由 を書かせ る もので した。

ご承知 の よ うに、PISAに 類似 の問題 が あ り、それ に

影響 され た ものです。 日本 にお け る従 来の 国語教育 で

は 、テ キス トの主題 を解釈 させ た り、登 場人 物に共感

させ るよ うな指 導が行 われ てい ま した。 このよ うな国

語教 育 に対 して、著名 な芥川龍 之 介の作 品構成 を批判

的 に読 ませ る とい う、高度 な学力 を要求す る問題 は 、

日本 の教 師た ちに大 きな衝撃 を与 えま した。た しか に、

現実 の世界 ではテ キス トの真偽 や質 を吟味 す る、高次

な学力 が要 求 され るの です 。

以上 の二 つ の問題 は 、 「パ フォー マ ンス評 価」 の

例 で もあ ります。 「パ フォーマ ンス評価 」とは、子 ども

たち が知 識 を実際 の世界 に どの程 度 うま く活 用 させ て
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い るのか を測 る もので す。その際、 「客観テ ス ト」がテ

ス ト用紙 に書 き込 まれ た既存 の解答 を選択 させ る とい

う方式 を採 るの に対 して、 「パ フォ ーマ ンス評 価 」は学

び得 た ことを さま ざま な メデ ィア を使 って表 現 させ る

とい う方式 を採 ります。 そ のメデ ィア とは 、文字 に よ

る表現 だ けでな く、図や グ ラフや絵 とい う表現 もあ り、

さらには実際 に演 出す る とい う表 現 もあ ります。 この

よ うなメデ ィア を通 じての 「表現 」 に よっ て、い わゆ

る 「生 きる力 」 と しての 学力 を測 ろ うとす る のです 。

「平行 四辺 形 」の 面積 を求 めるB問 題 では、大 きい面

積 で ある と「判 断 した理 由」を書 くことを求 めてお り、

芥 川 龍之 介 の 作 品構 成 を 批判 的 に読 ませ る 問題 で も

「判 断 した理 由」 を書 く ことが求 め られ てい ます。 こ

の 「判断 した理 由」 を子 どもた ちが書 けるた めに は、

算数 ・数学 や 国語の教 科 内容 を深 く理解 して い る とと

もに、そ の理解 した こ とを伝 えるため には 「メタ認 知

能 力」が形成 され てい る こ とが必要 で しょ う。つ ま り、

高次 な学力 が求 め られ るのです。

この よ うに、 日本 にお ける 「全 国学力 ・学習 状況調

査」は 、PISAの 影響 を受 け て、 「真正 の評価 」論や 「パ

フォーマ ンス評価 」 を採 用 しま した。 しか しなが ら、

ここか ら二 っの課 題が 明 らかにな って きま した。

そ のひ とつは 、大規模 な学 力調査 にお いて、 高次 な

学力 を測 るため に、 「妥 当性」の高い 「パ フォーマ ンス

評 価 」を採用 した場 合 に、 「信頼 性」を どのよ うに保証

す るのか とい う課題 です 。 実の ところ、 日本 にお け る

「全 国学力 ・学習 状況調 査」 では、 この 「信 頼性 」 の

問題 が十分 に検討 され ない ままに、 実施 され た ので は

ない か と思 います。 た とえ ば、芥 川龍 之介 の作品構 成

を批判 的 に読 ませ る問題 で は、755%と い う高い 正答

率 を示 しま した。先 に指 摘 しま した よ うに、従来 の 日

本 の 国語 教育 で は、批 判 的 に読む とい う指導 が行 われ

て こなかった ことか ら、 この正答 率 は余 りに も高 い と

判 断 できるで しょ う。 そ の原 因は、 この問題 の採点 基

準 が 、「文章 として筋 が通 ってい れば 良い」とい う程 度

の 、か な り甘 い もので あった こ とに あるで しょ う。 こ

の よ うに、 「パ フォー マ ンス評価 」 を採 用 して も、 「信

頼 性」 が確 保 され ない場合 に は、 その意 義は 半減 して

しまい ます 。

この 「信 頼 性 」 を保 証す るた め に、 「真 正 の評 価 」

論 や 「パ フォ ーマ ンス 評価 」 では 、採 点基 準 と して 、

「ルー ブ リック」の設 定 を求 めて い ます 。 「ル ー ブ リッ

クJと は、 「尺度 」、評 価基 準 を示 す記述 語 と、それ ぞ

れ の 「尺度 」 には具 体的 で典型的 なサ ンプル が付 され

て いて、 「信 頼性 」を確 保 しよ うとしてい ます。芥川龍

之介 の作 品構 成 を批判 的 に読ませ る問題 を例 にす る と、

3段 階か4段 階 の 「尺度 」を設定 して、それ ぞれ の 「尺

度」 には 、子 どもた ちが 「判 断 した理 由」 を書い た文

章 の質的 な特徴 と、 それ を典 型的 に示 してい る子 ど も

の作 文例 が付 され て い るこ とが必要 です。 この よ うな

「ル ーブ リック」が周到 に準備 され て こそ、 「パ フォー

マ ンス評 価 」は 「妥 当性 」 とともに 「信頼 性Jを 確保

す るこ とにな るのです。

も うひ とつ の課題 は、 「パ フォー マ ンス評価 」は 「全

国学力 ・学習 状況調 査」 の よ うな 「紙 と鉛 筆」 で回答

を求 めるテ ス ト形 式 に限定 され るの では な く、 学び得

た ことを さま ざまな メデ ィアを使 って表現 させ る こ と

に特徴 が ある ことを確認 す るこ とです 。た とえば、 「あ

なた は博 物館 の学芸 員 にな って、あ る 中学 校か らや っ

て来 た見学者 た ちに、 日本 の江 戸時代 の人 々の暮 ら し

を、 ビジ ュアル なパ ネル を作成 して 、わか りやす く説

明 して下 さい 」 とい う 「パ フォーマ ンス課題 」 が提 起

され ます 。この場合 に は、 「学芸 員」にな った子 どもた

ちが、 どの よ うなパ ネル を作成す るのか、 どの よ うに

プ レゼ ンテー シ ョンす るのかが 、評価 の対 象 とな りま

す。 「パ フ ォー マ ンス評価」は、子 どもた ちの生 き生 き

と した学 習活動 を総 体 と して捉 え よ うとす る、 きわめ

て ダイナ ミックな評価 方法 なの です。

この こ とを強 調す るの は、PISAや 「全国 学力 ・学習

状況 調査 」で 出題 され た問題 が解 け され ば 、高次 な学

力 の 目標 であ る、 「活 用力」 として の 「リテ ラシー」が

完全 に形成 され た とは言 えない とい うこ とです。子 ど

もたちが 高次の 学力 を本 当に身 につけ たか どうか を捉

え るため には、 「紙 と鉛 筆」で回答 を求 めるテ ス ト形式

だ けでな く、教育 実践 と統合 され たダイ ナ ミックな 「パ

フ ォー マ ンス評価 」 を実施す る必要 が あるの です。

3.「 全国 学力 ・学習 状況調 査」 の社会 的文脈

さて、 「全 国学 力 ・学 習状 況調 査」 の 実施 が公 表 さ

れ る中で、 その実施 に対 して、厳 しい批判 が行 われ る

よ うにな りま した。と くに、 「全 国学 力 ・学 習状況 調査」

が 「悉 皆調 査」であ る点 に批 判 が集 中 しま した。従 来、
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文部科 学省 は 「教 育課程 実施状況 調査 」 とい う 「抽 出

調査」 を行 って い ました。 それ がなぜ 今 にな って 「悉

皆調 査」 を 実施 す る必要 が あ るのか。 文部 科 学省 は 、

「悉皆調 査 」を行 うこ とに よって、 国家 の統制 力を強

化 しよ うと して い るの ではな いか。文 部科学 省 は、 「悉

皆調査 」の結 果 を公表 して、各 学校 を競争 させ る こと

に よって、 学力 を向上 させ よ うと してい るので はない

か。そ の よ うに なれ ば 、各 学校 は点取 り競争 に走 って、

教育現 場が混 乱す るの では ないか。 この よ うな批 判が

な され たの です。

この よ うな批判 が行 われた 大きな理 由 として 、 日本

では 、次の よ うな苦い歴 史的 な経 験 があ るか らです。

文部科 学省(当 時 は文 部省 と呼称)は 、1960年 代 の初

めに 、中学 生 を対 象 と した学 力に関す る 「悉皆調 査」

を実施 した ことがあ ります。 その結果 、学 力調査 にお

け る 「日本 一」 をめ ざ して 、教育現場 は過激 な競 争 を

行い ま した。 そ の中で 、事前 にテ ス ト問題 を生 徒に漏

ら した り、成 績 の悪い 生徒 をテス ト当 日に休 む よ うに

強制す る事件 が発 生 しま した。 このた め、 この 「悉皆

調査」に対 して強 い反対 運動 が起 こ り、 「悉 皆調査 」は

中止 に追い 込 まれ ま した。

この よ うな苦 い歴史 的な経験 を踏 ま えて、文 部科学

省は 、今回 の 「全国学 力 ・学 習状況 調査 」につ いて 、

競争す るこ とが 目的で はな く、学校 教育 を改善 す るこ

とが 目的で あ る とい う点を強調 しま した。その ため に、

市町村 単位や 学校 別の成 績 は公 表 してい ませ ん。 しか

しな が ら、都 道府 県単位 の成績 を公 表 した こ とか ら、

成績 が悪か った都 道府 県で は、市町 村単位 の成 績 を公

表 して競争 を煽 った り、テ ス トの点 数 を上げ るため の

即席 の方法 を奨励 す るな どの問題 が発生 して います。

あ らためて 、 「悉 皆調査 」の 問題 点 が問われ る とともに、

その 「悉 皆調 査」で採 用 された 「パ フ ォー マ ンス評価 」

に対 して も、考 えな くては な らな い課題 を提起 しま し

た。

確 かに 、 「パ フォー マ ンス評 価」 は、 「標 準テ ス ト」

や 「客観テ ス ト」 に対 して 、質の 高い学 力 を測 る こ と

がで き る とい う点で 、優 れ た評価 方法で す。 しか し、

国家 が実施 す る 「悉皆調 査」に 「パ フ ォー マ ンス評価 」

が採 用 され ると、そ して調査 結果 がハイ ・ステ イ クス

な性格 を強 め る よ うにな る と、教育 現場 では勢 い 「パ

フォーマ ンス評価 」とい うテ ス ト形式 へ の対処療 法(い

わゆ る試 験対策)が 優 先 され るこ とに な ります。 そ の

結果 と して 、高次の 学力 を形 成す るた めの地 道な 「授

業研 究」 が軽視 され ます。 また 、教育現 場 では 「紙 と

鉛筆 」 とい う形 式に縛 られ た 「パ フォー マ ンス評 価 」

しか視界 に入 らな くな ります 。 この よ うな 「パ フォー

マ ンス評 価」が置かれ た状況 で は、 「生 き る力」に結 び

つ く 「リテ ラシー」 は形成 され ないで しょ う。

ここで、 「真 正の評 価」論 が提 起す る 「stakeholderア

プ ローチ 」 に注 目 してお きたい と思い ます。 このア プ

ローチ は、評価 の結果 に利 害を有 す る 「stakeholder」

たちは 、評価行 為 に 「参加Jす る権利 があ る とい う主

張 です。 最近 では、 この よ うな アプ ローチ は 「参加 型

評価 」 とい うネー ミングで知 られ るよ うに な ってい ま

す。

従 来 の評 価場 面 で は、 「評 価 す る人」 と 「評価 され

る人」は不平等 な関係 で あって 、 「評価 され る人」は「評

価 す る人 」 の規 準や評 価方 法に 従属 しな くてはな りま

せ んで した。 ま して や 、国家が 主催す る学 力調査 とな

る と、 この 不平等 な関係 は明 白で した。 この不平等 な

関係 を組 み換 えて 、評価場 面 に民主主 義 を貫 こ うと し

てい るのが 、 「stakeholderアプ ローチ」 な のです。

このア プ ローチ を支 え てい る のが 、 「モ デ レー シ ョ

ン」とい う方法論 です 。 「モ デ レー シ ョン」とは、評 価

場 面で の さま ざまな意 見の相違や 対 立を調整 して 、合

意 形成 を促 そ うとす る行為 です。 「モ デ レーシ ョン」は 、

まず はス タンダー ドと して どの よ うな教育 目標 を設 定

す るのか について 、教育研 究者 や教師 や保護 者た ちの

意 見が反 映 すべ きこ とを求 め ます。 そ して 、 どの よ う

な評価 方 法 を採用 す るの かに つ いて も、 「モ デ レー シ

ョン」 が必 要です。 さ らには 、 「パ フォー マ ンス評価 」

の 「信 頼性 」を確 保す るた めに必要 な 「ル ーブ リック」

を設 定す るため には、子 どもた ちの 「パ フォーマ ンス」

を どの よ うに段階づ けて 「尺度 」にす るのか につい て、

教師間 の 「モデ レー シ ョン」が 実施 され ます。

ま た、 「真 正の評 価 」論 の も うひ とつ の有名 な評 価

方法 であ る 「ポー トフォ リオ評 価」 におい て は、教師

と子 どもた ちに よる 「カン ファ レンス」が 重視 され ま

す 。 この 「カ ンファ レンス」 こそ 、「ポー トフォ リオ」

を素材 に して、教師 と子 どもた ちが 「モデ レー シ ョン」

を行 ってい る場面 なの です 。

このよ うに評 価場 面 で 「モデ レー シ ョン」が行 われ
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る よ うにな る と、評価 行為 が固 定化 した り、 画一化 し

た り、形骸 化す るこ とを 防 ぐと ともに、真 に教育実践

を改善す るた めの評価 行為 のあ り方 を追 求す る こ とが

で きます。また 、「モデ レー シ ョン」は、それ に参加 し

た人 々の専 門性(つ ま り 「評 価 リテ ラシー」)を 高 める

こ とに もな ります。 「全 国学 力 ・学習 状況調 査」が実施

され た こ とに よって 、 「stakeholderア プ ロー チ」 とそ

れ を支え る 「モデ レー シ ョン」の役割 が ます ます 強 く

自覚 されて い ます。

以 上、 日本 で実施 され るよ うに なった 「全国学 力 ・

学習状 況調査 」 が、教育 評価研 究 に

投 げか けた課題 を考察 して きま した。そ こで は、高

次の学力 を測 る 「パ フ ォーマ ンス評価 」の意 義 ととも

に、 それ が本 来の役割 を果すた めの条 件 と しての 「モ

デ レー シ ョン」の重 要性 を指摘 しま した。 この 日本 で

の経験 が、 アジアの教 育 改革 に少 しで も参考 になれ ば

幸 いです。 ご静 聴 あ りが と うござい ま した。

参 考 文 献

Gipps,C.V.(1994).Beyondtesting.・towardsatheoryof

educationa!assessment.London:FalmerPress.

Torrance,H(ed).(1995).Eva/uatingAuthenticAssessment

Prob/emsandPossibilitiesinNewApproachesto

AssessmentBuckingham:OpenUniversityPress.

Janesick,V.(2006).AuthenticAssessmentNewYork,NY:

PeterLang.

田 中 耕 治.(2008),教 育 評 価.岩 波 書 店.

田 中 耕 治(2008).新 し い 学 カ テ ス トを 読 み 解 く.日 本 標 準

Wiggins,G.(1998).EducativeAssessment.Designing

Assessmentsto/nformandlmproveStudentPerformance.

SanFrancisco:Jossey‐BassPublishers.

WigginsG.andMcTighe,J.(2005).UnderstandingbyDesign.

(2ndEdition).Alexandria,VA:ASCD.

(本 稿 は 、2009年10月29-30日 に 開 催 さ れ たThe10`h

InternationalConferenceonEducationalResearchby

EducationResearchInstituteofSeoulNationalUniversity

に お い て 発 表 し た も の で あ る)。

(教 授)

一6一


